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■施工される方へのお願い

■製品姿図および部品一覧表

■参考納まり図

■取付け順序 ■取付け詳細
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…取付けを誤った場合に、使用者が中程度の傷害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生
が想定されます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

注 意!

●ブラケット・ブラインド本体・ガイドブラケットは、取付け後数回手で引っ張り、固定され
ている事を確認してください。
●ブラインドは、ガラス面から20cm以上離して取付けてください。ガラスが割れるおそれが
あります。

注　意!

取付け説明書スカイシアターシリーズ ブラインド（取付け勾配30°～90°用）

Sブラケットの取付け

Dブラインド本体の取付け

A開口寸法の確認 A開口寸法の確認

Sブラケットの取付けDブラインド本体の取付け

Fガイドブラケットの固定

Fガイドブラケットの固定

Gガイドワイヤーの張力調整 H操作棒の取付け

Gガイドワイヤーの張力調整

H操作棒の取付け

Jコード掛け・操作棒止めの
　取付け

●ブラケットは取付け後、数回
手で引っ張り、固定されてい
る事を確認してください。

注　意!

●縦断面図

■施工上のお願い

●本製品は、取付け勾配30°～90°用です。
　30°未満の場合は『取付け勾配0°～30°
用』をお使いください。正常に開閉でき
なくなるおそれがあります。
●棟側にボックスキャップが来るように取
付けてください。軒側に取付けると、正
常に開閉できなくなります。

軒側

軒側

棟側

棟側

●ガイドブラケットの張力調整ねじを回し、
ブラインドが正常に開閉するまでガイ
ドワイヤーを張ります。

※張力調整ねじは回しすぎないようご注
意ください。（ガイドブラケットが破
壊されます。）

①操作棒をかみ合わせます。
②チューブをかぶせます。
③操作棒を回し、確実に接続

されている事を確認します。
※遠隔操作棒（別売り）の場

合も、同様に接続します。

●開閉コードを引いて開又は
閉操作します。途中で止め
るときは、開閉コードを右
に引っ張り手を離します。

●操作棒を回して羽根
を回転させます。

Jコード掛け・操作棒止めの取付け
●コード掛け・操作棒止めをねじ止めします。
※開閉コードが長い場合は、結び目を作って

長さを調整してください。
※操作棒が短い場合は、遠隔操作棒（別途有

償品/　=500・1000）をご使用ください。

K操作の確認

●開口寸法（kＨ×kＷ）を
確認します。

①仮止め用両面テープの片面のリケイ紙
をはがし、ブラケットに張付けます。

②ブラインド本体の『ブラケット取付位置』
表示シールの位置（A）に合わせて、
ブラケットを棟側に張付けます。

③ナベタッピンねじφ3.5×16で固定し
ます。

①軒側に位置出しスラットを当て、左右のチリを均等にします。
②Ｗ054サイズは外側の穴、その他のサイズは内側の穴に印

を付け、位置出しスラットを外します。
③Sで取付けたブラケットの取付け奥行きと同じ奥行きで、

印の位置にガイドブラケットをねじ止めします。

K操作の確認

商品コード
ブラインド寸法開口寸法 天窓寸法

（単位：mm）

bsH bsWkＨ kＷ H W

●ガイドブラケットは、取付け後数回手で引っ
張り、固定されている事を確認してください。

注　意!

●ブラインド本体は必ずスライドロックを押して固定し、
手で引っ張って固定されている事を確認してください。

注　意!

①スライドロックを引き出し、
さらにもう一段引き出し
ながら、ヘッドボックス
を矢印!方向へ回転させ
ます。

②ヘッドボックスを矢印
@方向に引き上げながら、
ブラケットから取外し
ます。

①ブラケットのスラ
イドロックを引き
出します。

②ヘッドボックスをブラ
ケットのツメに引っか
け、奥をカチッと押し
込みます。

③左右のチリを均等にし、
スライドロックを押
します。

■ブラインド本体の取外し方

スライド
ロック

ブラケット ツメ

ブラケット

スライド
ロック

kW

kH

スラットクリップ

ブラケット

ヘッドボックス
ドラム

ストッパー

チルター

開閉ツマミ

ガイドワイヤー

テープホルダー

ボトムレール

ラダーテープ
ガイドブラケット

スラット

両面テープ

ボックスキャップ

位置出しスラット

開閉コード

操作棒

!

@

ブラインド
本体

ヘッド
ボックス

〔Ｗ054サイズ〕

※内側の穴

ナベタッピンねじ
φ4×20

ナベタッピンねじ
φ4×20

ガイド
ブラケット

ガイドブラケット

【開閉するとき】 【途中で止めるとき】 【羽根の向きを変えるとき】
〔開閉操作〕 〔羽根の回転操作〕

●スムーズに操作できる事を確認します。

開閉コード

ストッパー

操作棒

※外側の穴

右

位置出し
スラット

位置出し
スラット

ブラインド本体

ブラケット

仮止め用両面テープ

操作棒

コード掛け

操作棒止め

位置出しスラット

取付け説明書

皿タッピンねじΦ3×16（コード掛け・操作棒止め取付け用）

ナベタッピンねじΦ3.5×16（ブラケット取付け用）

ナベタッピンねじΦ4×20（ガイドブラケット取付け用）

1台

1セット

1セット

1本

1個

1個

1枚

1枚

3本

4本

4本

■施工上のお願い

■施工される方へのお願い

注　意

!

! 注意

●開閉コードの一方を引いて開又は閉操作します。途中で止めるときは、開閉コードを右に引っ

張り手を離します。

●操作棒を回して羽根を回転させます。

! 注意

! 注　意

! 注　意

※遠隔操作棒（別売り）の場合も、同様

に接続します。

■参考納まり図

●縦断面図

●横断面図

棟側

軒側
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スカイライトウッデイーブラインド（取付け勾配30°～90°用）取付け説明書

■製品姿図および部品一覧表
開口寸法の確認

ブラケットの取付け

ブラインド本体の取付け

■ブラインド本体の取り外し方

【取付け位置表示シール】

（単位：mm） ブラケット
取
付
位
置

ガイドブラケットの固定

【コードストッパー】

【操作棒止め】

〔Ｗ26・36・46サイズ〕

〔Ｗ21サイズ〕

●開閉するとき

●途中で止めるとき

●羽根の向きを変えるとき

〔開閉操作〕

〔羽根の回転操作〕

ガイドワイヤーの張力調整

操作棒の取付け

コード掛け・操作棒止めの取付け

操作の確認

■取付け順序

ブラケット

仮止め用
両面テープ

印

印

名　　　称 入　数

皿タッピンねじ
φ3×16

皿タッピンねじ
φ3×16

操作棒止め

コード掛け

【コード掛け】 【操作棒止め】

チルター
チューブ

接続金具

操作棒

操作棒

操作棒止め

開閉ツマミ

開閉ツマミ

コード掛け

開閉コード

※開閉コードが長い場合は、結び目を
作って長さを調整してください。

（正面図） （側面図）

（正面図） （側面図）

仮止め用両面テープ

〔Ｗ069・099・129サイズ〕

軒側 軒側

●横断面図

軒側

棟側

ガイドワイヤー

プラスドライバー

ガイドブラケット

張力調整ねじ

W

開口寸法    kW

ブラインド30°～90°bsW（kW-12）

取付勾配30°～90°用 6 取付勾配30°～90°用 6

24
.8

（別途有償品）

10

H

10

ブラインド30°～90° bsH（kH-2）

開口寸法  kH（別途有償品）

24.8
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